
 

乾 癬 に お け る 爪 症 状 と 関 節 炎 と の  

関 連 に つ い て の 検 討  

 

背 景 ・ 目 的 ： 乾 癬 に お い て 、 皮 疹 が 重 症 な ほ

ど 爪 症 状 を 有 す る こ と が 多 く 、 爪 症 状 と 関 節

炎 の 関 連 も 示 唆 さ れ て い る 。乾 癬 の 爪 症 状 が 、

関 節 炎 の 有 無 と そ の 重 症 度 、 皮 疹 の 重 症 度 な

ど と ど の よ う な 関 連 を も つ か を 検 討 し た 。  

対 象 ・ 方 法 ： 2 0 1 3 年 4 月 か ら 2 0 1 8 年 1 2 月

に 当 院 皮 膚 科 を 受 診 し た 爪 症 状 の あ る 乾 癬 患

者 を 対 象 と し 、 後 ろ 向 き に カ ル テ か ら 情 報 を

収 集 し 検 討 し た 。 初 診 時 の 乾 癬 患 者 の 爪 症 状

の 重 症 度 （ N A P S I ス コ ア ）、 皮 疹 の 重 症 度

（ P A S I ス コ ア ）、 関 節 炎 の 重 症 度 （ D A S -

2 8 ）、 白 血 球 数 、 好 中 球 数 、 血 清 M M P - 3 値 、

血 清 C R P 値 を 調 べ 、 統 計 解 析 を 行 っ た 。  

結 果 ： 4 8 例 が 対 象 と な り 、 男 性 3 8 例 、 女 性

1 0 例 、 平 均 初 発 年 齢 4 0 . 4 歳 で あ っ た 。 病 型

の 内 訳 は 尋 常 性 乾 癬 2 9 例 、 乾 癬 性 関 節 炎 1 4

例 、 膿 疱 性 乾 癬 5 例 で あ っ た 。 N A P S I ス コ ア



 

は P A S I ス コ ア 、 D A S - 2 8 、 白 血 球 数 、 好 中 球

数 、 M M P - 3 、 C R P の い ず れ と も 相 関 が な か っ

た 。 ま た 関 節 炎 が あ る 患 者 は 関 節 炎 の な い 患

者 と 比 較 し 点 状 陥 凹 、 爪 甲 剥 離 、 爪 下 過 角

化 、 油 滴 状 の 変 化 が 多 か っ た が 有 意 差 は な か

っ た 。 ま た N A P S I ス コ ア の 各 項 目 と 関 節 炎 の

有 無 の 関 連 を 検 討 し た と こ ろ 、 感 度 が 高 い の

は 点 状 陥 凹 の 7 2 ％ 、 特 異 度 が 高 い の は 爪 甲

白 斑 7 0 ％ 、 爪 甲 半 月 の 紅 斑 8 0 ％ 、 裂 片 状 出

血 7 0 ％ 、 爪 下 過 角 化 8 3 ％ で あ っ た 。  

結 論 ： 点 状 陥 凹 は 関 節 炎 の 除 外 診 断 、 爪 甲

白 斑 、 爪 甲 半 月 の 紅 斑 、 裂 片 状 出 血 、 爪 下 過

角 化 は 関 節 炎 の 確 定 診 断 に 有 用 か も し れ な い

が 、 症 例 数 を 増 や し て の 検 討 が 必 要 で あ る 。  

（ 5 8 0 字 / 6 0 0 字 以 内 ）  

 

 

 

 

 



 

は じ め に   

 乾 癬 と は 浸 潤 を 伴 い 鱗 屑 を 付 す 紅 斑 が 全 身

に 出 現 し 、 時 に 融 合 し て 局 面 を 呈 す る 皮 膚 慢

性 炎 症 性 疾 患 で あ り 、 患 者 の Q O L を 著 し く 障

害 す る こ と が 知 ら れ て い る 1 ) 。 ま た 、 乾 癬

は 関 節 炎 を 合 併 す る こ と も あ り 、 皮 膚 だ け の

病 気 で は な く 全 身 性 炎 症 性 疾 患 と し て 近 年 認

識 さ れ て い る 2 ) 。 皮 疹 が 重 症 な ほ ど 爪 症 状

を 有 す る こ と が 多 く 、 爪 症 状 と 関 節 炎 の 関 連

も 示 唆 さ れ て い る 3 , 4 , 5 ) が 、 乾 癬 性 関 節 炎

（ p s o r i a t i c  a r t h r i t i s 、 以 下 P s A と 略 記 ）

の 患 者 に 限 ら ず 、 乾 癬 患 者 に お い て 爪 症 状 を

詳 し く 調 べ た も の は こ れ ま で 報 告 さ れ て い な

い 。  

 爪 症 状 の 評 価 に は 爪 乾 癬 重 症 度 指 数 （ n a i l  

p s o r i a s i s  s e v e r i t y  i n d e x ［ 以 下 N A P S I と 略

記 ］ ス コ ア ) が 良 く 使 用 さ れ る 。 N A P S I ス コ

ア と は 評 価 す る 爪 を 4 等 分 に 分 割 し 、 各 領 域

に お い て 点 状 陥 凹 、 爪 甲 白 斑 、 爪 甲 半 月 の 紅

斑 、 爪 崩 壊 、 爪 甲 剥 離 、 裂 片 状 出 血 、 爪 下 過



 

角 化 、 油 滴 状 の 変 化 の 8 項 目 の い ず れ か が あ

れ ば 1 点 、 な け れ ば 0 点 と し 、 1 指 に お い て

合 計 3 2 点 、 両 手 で 合 計 3 2 0 点 を 最 高 点 と し

て 評 価 す る 方 法 で あ る 。  

 爪 症 状 が 起 こ る 機 序 を 示 す 。 点 状 陥 凹 、 爪

甲 白 斑 、 爪 甲 半 月 の 紅 斑 、 爪 崩 壊 は 爪 母 の 炎

症 に よ る 変 化 で あ る 。 爪 甲 半 月 の 紅 斑 は 爪 母

に 炎 症 が 起 こ り 、 そ れ に よ る 血 管 拡 張 な ど を

見 て い る と 考 え ら れ る 。 点 状 陥 凹 は 爪 母 の 近

位 部 に 不 全 角 化 細 胞 の 塊 が 形 成 さ れ 、 そ れ が

爪 甲 が 伸 び る と と も に 爪 甲 表 面 か ら 剥 脱 す る

こ と で 陥 凹 が 形 成 さ れ る 。 爪 甲 白 斑 は 爪 母 の

中 位 か ら 遠 位 部 に 乾 癬 の 炎 症 が 生 じ る と 、 不

全 角 化 細 胞 の 塊 が 爪 甲 内 に 閉 じ 込 め ら れ た 状

態 で 爪 甲 が 伸 び 、 そ の 部 分 が 白 色 調 を 呈 す

る 。 こ れ ら の 現 象 が 広 く 連 続 し て 生 じ た 場 合

に 、 も ろ く 崩 れ や す い 爪 甲 が 形 成 さ れ 、 爪 崩

壊 と 呼 ば れ る 状 態 に な る 。  

 爪 甲 剥 離 、 裂 片 状 出 血 、 爪 下 過 角 化 、 油 滴

状 の 変 化 は 爪 床 の 炎 症 に よ る 変 化 で あ る 。 爪



 

床 の 遠 位 部 か ら 爪 上 皮 に 不 全 角 化 が 生 じ る

と 、 そ の 部 分 の 爪 甲 は 爪 床 か ら 剥 が れ た 状 態

に な る 。 爪 床 か ら 爪 上 皮 の 過 角 化 が 顕 著 に な

る と 、 爪 下 過 角 化 と 呼 ば れ る 状 態 に な る 。 裂

片 状 出 血 は 爪 床 の 真 皮 乳 頭 内 の 出 血 を 見 て い

る 。 油 滴 状 の 変 化 は 沈 着 し た 糖 蛋 白 質 に 由 来

す る 色 調 と 考 え ら れ て い る 6 ) 。  

 N A P S I ス コ ア の 項 目 に な い が 、 乾 癬 で 注 目

す べ き 爪 症 状 で 横 溝 と 呼 ば れ る も の が あ る 。

短 期 間 で 強 い 炎 症 が 爪 母 に 加 わ る こ と に よ

り 、 点 状 陥 凹 が 連 続 し て 横 溝 の よ う に み え る

所 見 で あ る 。 B e a u  l i n e s と し て 報 告 さ れ 、

健 常 人 に も 見 ら れ る 7 ) 。 爪 乾 癬 患 者 の 1 0 〜

3 0 ％ に こ の 症 状 を 認 め 、 疾 患 活 動 性 に も 関 連

す る と 報 告 さ れ て い る 7 , 8 ) 。 P s A 患 者 で の 報

告 は 少 な く 、 N A P S I ス コ ア の 項 目 に な い た め

見 過 ご さ れ て い る 可 能 性 が あ る 。  

 本 研 究 で は 、 乾 癬 患 者 の 爪 症 状 を 評 価 し て

重 症 度 を 判 定 し 、 爪 症 状 が 、 関 節 炎 の 有 無 と

そ の 重 症 度 、 皮 疹 の 重 症 度 な ど と ど の よ う な



 

関 連 を も つ か を 検 討 し た 。  

 

方 法  

1 )  対 象  

 2 0 1 3 年 4 月 か ら 2 0 1 8 年 1 2 月 ま で に 帝 京 大

学 医 学 部 附 属 病 院 皮 膚 科 を 受 診 し た 爪 症 状 の

あ る 乾 癬 患 者 を 対 象 と し た 。  

2 ） 調 査 項 目  

 後 ろ 向 き に カ ル テ か ら 情 報 を 収 集 し た 。 診

断 名 、 乾 癬 性 関 節 炎 の 有 無 、 手 の 遠 位 指 節 間

関 節 （ d i s t a l  i n t e r p h a l a n g e a l  j o i n t 、 以 下

D I P 関 節 ） 炎 の 有 無 、 初 診 時 の 乾 癬 患 者 の 爪

症 状 の 重 症 度 （ N A P S I ス コ ア ）、 皮 疹 の 重 症 度

（ p s o r i a s i s  a r e a  a n d  s e v e r i t y  i n d e x ［ 以

下 P A S I と 略 記 ］ ス コ ア ）、 関 節 炎 の 重 症 度

（ d i s e a s e  a c t i v i t y  s c o r e  i n  2 8  j o i n t s ［ 以

下 D A S - 2 8 と 略 記 ］）、 白 血 球 数 、 好 中 球 数 、 血

清 m a t r i x  m e t a l l o p r o t e i n a s e - 3 （ 以 下 M M P - 3

と 略 記 ） 値 、 血 清 C R P 値 に つ い て 検 討 し た 。  

乾 癬 性 関 節 炎 （ ま た は D I P 関 節 炎 ） は 、 関 節



 

部 （ D I P 関 節 部 ） に 腫 脹 、 疼 痛 の い ず れ か ま た

は 両 方 を 有 す る 患 者 に 、 X 線 検 査 ・ M R I 検 査 を

施 行 し 診 断 し た 。  

3 )  統 計 学 的 解 析  

 病 型 ご と の N A P S I ス コ ア の 比 較 に は

K r u s k a l - W a l l i s  t e s t 、 D u n n ' s  m u l t i p l e  

c o m p a r i s o n  t e s t を 用 い た 。  

各 項 目 の 相 関 関 係 の 検 討 に お い て は

S p e a r m a n の 相 関 係 数 を 用 い た 。  

関 節 炎 あ り 患 者 群 と 関 節 炎 な し 患 者 群 の 各 爪

症 状 の 出 現 割 合 に お い て は 、 2 群 間 の 比 較 は

F i s h e r ’ s  e x a c t  p r o b a b i l i t y  t e s t  を 用 い

た 。 p < 0 . 0 5 を 有 意 差 あ り と し た （ 両 側 ）。  

 連 続 変 数 は 平 均 ± 標 準 偏 差 、 カ テ ゴ リ カ ル

変 数 は 値 （ 頻 度 % ） と 表 記 し た 。  

 統 計 解 析 に は G r a p h P a d  P r i s m  8 . 4 . 3  

( G r a p h P a d  S o f t w a r e ,  S a n  D i e g o ,  C A ) を 用 い

た 。  

 

結 果  



 

 4 8 例 が 対 象 と な り 、男 性 3 8 例 、女 性 1 0 例 、

平 均 初 発 年 齢 4 0 . 4 歳 ± 1 9 . 2 歳 で あ っ た 。 病

型 の 内 訳 は 尋 常 性 乾 癬（ p s o r i a s i s  v u l g a r i s 、

以 下 P s V と 略 記 ） 患 者 2 9 例 と 、 P s A 患 者 1 4

例 と 、 膿 疱 性 乾 癬 （ g e n e r a l i z e d  p u s t u l a r  

p s o r i a s i s 、 以 下 G P P と 略 記 ） 患 者 5 例 で あ っ

た 。 平 均 P A S I ス コ ア は 1 3 . 2 ± 8 . 9 で あ っ た 。 

 爪 症 状 が あ る 指 の 集 計 に 関 し て は 、 右 母 指

3 4 例 （ 7 0 . 8 % ）、 右 示 指 3 2 例 （ 6 6 . 7 % ）、 右 中

指 3 1 例 （ 6 4 . 6 % ）、 右 環 指 3 9 例 （ 8 1 . 3 % ）、 右

小 指 3 3 例 （ 6 8 . 8 % ）、 左 母 指 3 7 例 （ 7 7 . 1 % ）、

左 示 指 3 4 例 （ 7 0 . 8 % ）、 左 中 指 3 6 例 （ 7 5 . 0 % ）、

左 環 指 4 0 例 （ 8 3 . 3 % ）、 左 小 指 2 9 例 （ 6 0 . 4 % ）

と 両 手 と も に 環 指 が 多 か っ た 。 ( 図 1 )  

 次 に 爪 乾 癬 患 者 の 乾 癬 性 関 節 炎 の 有 無 を 集

計 し た 。 4 8 例 中 、 関 節 炎 あ り （ P s A 、 G P P を 含

む ） が 1 8 例 ( 3 7 . 5 % ) 、 そ の う ち D I P 関 節 炎 を

含 む の は 7 例 ( 3 8 . 9 % 、全 体 の 1 4 . 6 % ) で あ っ た 。 

 病 型 ご と の N A P S I ス コ ア は 、 P s V は 3 4 . 2 ±

2 6 . 7 、 P s A は 2 3 . 8 ± 2 3 . 8 、 G P P は 3 3 . 6 ± 2 4 . 1



 

で あ っ た 。 有 意 差 は な か っ た 。 3 群 間 に お い

て K r u s k a l - W a l l i s  t e s t を 行 っ た と こ ろ

p = 0 . 7 8 2 と 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 D u n n ' s  

m u l t i p l e  c o m p a r i s o n s  t e s t に て P s V  v s .  P s A ,  

P s V  v s .  G P P ,  P s A  v s .  G P P の い ず れ も

p > 0 . 9 9 9 で あ っ た 。  

 N A P S I ス コ ア と 各 種 項 目 に お い て 、 相 関 が

あ る か 検 討 し た 。N A P S I ス コ ア と P A S I ス コ ア 、

D A S - 2 8 、 白 血 球 数 、 好 中 球 数 、 M M P − 3 、 C R P の

い ず れ と も 相 関 が な か っ た 。（ 図 2 ）  

 同 様 の 項 目 を 、 関 節 炎 の 有 無 で 分 け て 相 関

を 調 べ た 。 D A S - 2 8 は 関 節 炎 の 評 価 ツ ー ル で あ

り 、 関 節 炎 を 有 す る 患 者 の み し か 評 価 し て い

な い た め 、 除 外 し た 。 N A P S I ス コ ア と P A S I ス

コ ア 、 白 血 球 数 、 好 中 球 数 、 M M P - 3 と の 間 に

は 、 関 節 炎 の 有 無 に か か わ ら ず 相 関 が な か っ

た 。 N A P S I ス コ ア と C R P と の 間 に は 関 節 炎 が

あ る 患 者 で 負 の 相 関 あ り （ r = − 0 . 5 3 4 、 p =  

0 . 0 3 3 ）、 関 節 炎 の な い 患 者 で は 相 関 が な か っ

た 。（ 図 3 ） 関 節 炎 の 有 無 に よ る 相 互 作 用 を



 

T w o - w a y  A N O V A で 検 定 し た と こ ろ p = 0 . 1 8 0 で

あ り 、 相 互 作 用 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 し か

し 、 関 節 炎 の あ る 患 者 に お け る N A P S I ス コ ア

と C R P の 相 関 の 臨 床 的 意 義 を 考 え た と き 、 関

節 炎 の あ る 患 者 に お い て 爪 症 状 が 重 症 な ほ ど

C R P が 低 値 と な る 解 釈 が 困 難 で あ り 、 さ ら に

は 関 節 炎 の あ る 群 に お け る C R P の 値 も 1 例 を

除 き 0 . 5 以 下 と 低 値 で あ り 炎 症 と し て ど こ ま

で 有 意 と と ら え て い い の か 困 難 で あ る 。今 回 、

統 計 学 的 検 討 を 試 み た も の の 、 臨 床 的 意 義 の

あ る 結 果 を 得 る こ と は で き な か っ た 。  

 次 に N A P S I ス コ ア の 各 項 目 及 び 横 溝 を 、 関

節 炎 の 有 無 で わ け 、 有 病 率 を 調 べ た 。 関 節 炎

が あ る 患 者 の 中 で 点 状 陥 凹 が あ る 割 合 は

7 2 . 2 ％ と 高 い が 、 関 節 炎 が な い 患 者 で の 割 合

も 6 8 ％ と 高 く 、有 意 差 が な か っ た 。爪 甲 白 斑 、

爪 甲 半 月 の 紅 斑 、 爪 崩 壊 で は 関 節 炎 が な い 患

者 で 割 合 が 高 く な っ た が 有 意 差 は な か っ た 。

爪 甲 剥 離 、 裂 片 状 出 血 、 爪 下 過 角 化 、 油 滴 状

の 変 化 は 両 群 で ほ ぼ 差 は な く 、 横 溝 は 関 節 炎



 

が な い 患 者 で の 割 合 が 高 い が 、 有 意 差 は 認 め

ら れ な か っ た 。（ 図 4 ）  

 次 に N A P S I ス コ ア の 各 項 目 及 び 横 溝 を 、D I P

関 節 炎 の 有 無 で わ け 、 有 病 率 を 調 べ た 。 点 状

陥 凹 は 両 群 で 有 病 率 が 高 く 、 爪 甲 白 斑 、 爪 甲

半 月 の 紅 斑 、 爪 崩 壊 で は D I P 関 節 炎 が な い 患

者 で 割 合 が 高 く な っ た が 有 意 差 は な か っ た 。

爪 甲 剥 離 、 油 滴 状 の 変 化 は D I P 関 節 炎 が あ る

患 者 で 割 合 が 高 く な っ た が 、 有 意 差 は な か っ

た 。 裂 片 状 出 血 、 爪 下 過 角 化 、 横 溝 で は ほ ぼ

差 が な か っ た 。（ 図 5 ）  

 さ ら に N A P S I ス コ ア の 各 項 目 、 横 溝 に つ い

て 、 関 節 炎 に 関 す る 感 度 、 特 異 度 、 陽 性 的 中

率 、陰 性 的 中 率 を 算 出 し た 。点 状 陥 凹 の 感 度 、

爪 甲 白 斑 、 爪 甲 半 月 の 紅 斑 、 裂 片 状 出 血 、 爪

下 過 角 化 の 特 異 度 が 比 較 的 高 い と い う 結 果 で

あ っ た 。（ 表 1 ）  

 

考 察  

 N A P S I ス コ ア は 皮 疹 の 重 症 度 や 炎 症 と は 相



 

関 が な か っ た 。 N A P S I ス コ ア の 性 質 上 、 4 領 域

に 少 し ず つ 所 見 が あ る 場 合 と 、 全 範 囲 に び ま

ん 性 に 所 見 が あ る 場 合 、 明 ら か に 後 者 が 重 症

に 見 え る が 、 ス コ ア は 同 様 に 4 点 と な っ て し

ま い 、 差 が 出 な い 。 ま た 爪 が 伸 び る の に は 時

間 が か か る よ う に 、 爪 母 ・ 爪 床 の 炎 症 が 爪 症

状 と し て 出 現 す る ま で 時 間 が か か る こ と か ら

、 現 在 の 皮 疹 の 状 態 と 解 離 す る の で は な い か

と 考 え た 。  

 関 節 炎 を 有 す る 患 者 （ P s A 、 G P P 含 む ） 1 8 例

に よ く 見 ら れ る 爪 症 状 は ① 点 状 陥 凹 、 ② 油 滴

状 の 変 化 、 ③ 爪 甲 剥 離 だ っ た 。 関 節 炎 の な い

患 者 （ P s V 、 G P P 含 む ） 3 0 例 に よ く 見 ら れ る 爪

症 状 は ① 爪 崩 壊 、 ② 点 状 陥 凹 、 ③ 油 滴 状 の 変

化 だ っ た 。（ 表 2 ）  

 関 節 炎 あ り 患 者 は 関 節 炎 な し 患 者 と 比 較 し

、 点 状 陥 凹 、 爪 甲 剥 離 、 爪 下 過 角 化 、 油 滴 状

の 変 化 が 多 い が 有 意 差 は 無 か っ た 。 横 溝 は 関

節 炎 な し 患 者 で 多 い 傾 向 が あ っ た 。 過 去 に は

、 P s A 患 者 は P s V 患 者 と 比 較 し 爪 崩 壊 、 爪 甲



 

剥 離 、 裂 片 状 出 血 、 横 溝 が 有 意 に 多 い と い う

報 告 が あ る 9 ) 。 本 研 究 と の 違 い に つ い て 、 本

研 究 で は 対 象 の 患 者 数 が 少 な い こ と 、 G P P が

含 ま れ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま た 皮 疹 は 関 節

症 状 よ り 先 行 す る こ と が 多 く 、 我 々 が P s V と

診 断 し て い る 中 に 今 後 P s A に 移 行 す る 症 例 が

存 在 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

 D I P 関 節 炎 あ り 患 者 7 例 に よ く 見 ら れ る 爪

症 状 は ① 爪 甲 剥 離 、 油 滴 状 の 変 化 、 ② 点 状 陥

凹 だ っ た 。 D I P 関 節 炎 な し 患 者 4 1 例 に よ く 見

ら れ る 爪 症 状 は ① 点 状 陥 凹 、 ② 爪 崩 壊 、 ③ 油

滴 状 の 変 化 だ っ た 。（ 表 3 ）  

 D I P 関 節 炎 あ り 患 者 は D I P 関 節 炎 な し 患 者

と 比 較 し 爪 甲 剥 離 、 油 滴 状 の 変 化 が 多 い が 有

意 差 は な か っ た 。 爪 崩 壊 は D I P 関 節 炎 な し 患

者 で 多 い 傾 向 が あ っ た 。 過 去 に は 、 D I P 関 節

炎 と 爪 甲 剥 離 が 関 連 し た と の 報 告 1 0 ) や 、 D I P

関 節 炎 と 横 溝 が 関 連 し た と い う 報 告 9 ) が あ る

。 D I P 関 節 炎 が あ る か ら と い っ て 、 爪 母 の 炎

症 に よ る 症 状 が 多 い わ け で は な い こ と が わ か



 

っ た 。 症 例 数 が 少 な い た め 、 今 後 も 症 例 の 蓄

積 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

 N A P S I ス コ ア の 各 項 目 と 関 節 炎 の 有 無 の 関

連 で は 、 感 度 が 高 い の は 点 状 陥 凹 の 7 2 . 2 % 、

特 異 度 が 高 い の は 爪 甲 白 斑 7 0 . 0 % 、 爪 甲 半 月

の 紅 斑 8 0 . 0 % 、 裂 片 状 出 血 7 0 . 0 % 、 爪 下 過 角 化

8 3 . 3 % で あ っ た 。点 状 陥 凹 が な け れ ば P s A で あ

る 可 能 性 が 低 い （ 除 外 診 断 ）、 爪 甲 白 斑 、 爪 甲

半 月 の 紅 斑 、 裂 片 状 出 血 、 爪 下 過 角 化 が あ れ

ば P s A で あ る 可 能 性 が 高 い （ 確 定 診 断 ） と 言

え る か も し れ な い が 、 症 例 数 を 増 や し て の 検

討 が 必 要 で あ る 。  
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表 1： N A P S I ス コ ア の 各 項 目 と 横 溝 の 関 節 炎 に

関 す る 感 度 、 特 異 度 、 陽 性 的 中 率 、 陰 性 的 中

率 を 示 す 。 N A P S I ： n a i l  p s o r i a s i s  s e v e r i t y  

i n d e x  

表 2： N A P S I の 各 項 目 と 横 溝 の 有 病 率 を 、 関 節

炎 の 有 無 で 分 け 示 す 。  

表 3 ： N A P S I の 各 項 目 と 横 溝 の 有 病 率 を 、 D I P

関 節 炎 の 有 無 で 分 け 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 1 ： 爪 症 状 が あ る 指 の 集 計 を 示 す 。 両 手 と

も に 環 指 が や や 多 い 。  

図 2  ： N A P S I ス コ ア と 各 種 項 目 （ P A S I 、 D A S -

2 8 、 白 血 球 数 、 好 中 球 数 、 M M P - 3 、 C R P ） に お

け る 相 関 関 係 を 示 す 。 N A P S I ： n a i l  p s o r i a s i s  

s e v e r i t y  i n d e x  

図 3： 関 節 炎 の 有 無 で 分 け 、 N A P S I ス コ ア と 各

種 項 目 （ P A S I 、 白 血 球 数 、 好 中 球 数 、 M M P - 3 、

C R P ） に お け る 相 関 関 係 を 示 す 。  

図 4： N A P S I の 各 項 目 と 横 溝 の 有 病 率 を 、 関 節

炎 の 有 無 で 分 け 示 す 。  

図 5 ： N A P S I の 各 項 目 と 横 溝 の 有 病 率 を 、 D I P

関 節 炎 の 有 無 で 分 け 示 す 。  
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図3 関節炎あり
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